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棚
底
城
跡
の
整
備
工
事
や
そ
の
後

の
管
理
に
使
用
す
る
た
め
の
道
路
を

十
月
か
ら
二
月
末
に
か
け
て
造
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
道
路
は
昨
年
度
に
整

備
検
討
委
員
会
で
し
っ
か
り
設
計
を

検
討
し
た
も
の
で
す
。
幅
員
は
狭
い

と
こ
ろ
で
も
２
．
０
ｍ
は
確
保
し
、

登
っ
た
と
こ
ろ
で
車
が
転
回
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

「
棚
底
城
跡
に
行
っ
て
み
た
い
け

ど
、
下
か
ら
登
っ
て
い
く
体
力
に
自

信
が
な
い
」
、
「
草
刈
り
す
る
時
の
道

具
を
運
び
た
い
」
な
ど
の
場
面
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
た

だ
し
、
離
合
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎)

整
備
管
理
用

道
路
工
事
開
始

【舗装されて通りやすくなります】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感

染
者
が
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

２
５
日
に
は
首
都
圏
や
大
阪
で
飲
食

店
へ
の
営
業
時
間
短
縮
や
酒
類
提
供

の
制
限
が
解
除
さ
れ
、
経
済
活
動
も

い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。

そ
ん
な
中
、
棚
底
地
区
振
興
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策
を
講
じ
な

が
ら
事
業
の
運
営
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
１
０
月
２
４
日(

日
）
に
は
、

棚
底
城
跡
並
び
に
棚
底
川
の
草
刈
作

業
を
実
施
、
部
会
員
ら
５
５
名
が
早

朝
か
ら
汗
を
流
し
た
。

今
回
は
、
１
１
月
７
日(

日)

に
開
催

予
定
の
「
天
草
最
高
峰
倉
岳
ウ
ォ
ー

ク
」
の
登
山
道
整
備
と
振
興
会
花
壇
の

除
草
作
業
も
兼
ね
て
実
施
。
作
業
範

囲
が
か
な
り
広
く
な
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
作
業
箇
所
を
部
会
ご
と
に
割

り
振
っ
て
い
た
の
を
草
刈
機
を
中
心

に
配
置
し
た
こ
と
が
幸
い
、
予
想
以

上
に
効
率
よ
く
作
業
が
捗
っ
た
。

お
陰
で
国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡
の

景
観
は
基
よ
り
、
棚
底
川
、
振
興
会
花

壇
も
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
っ
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
部
会

員
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
で
し
た
。

棚底城跡の草刈作業に精

だす部会員＝Ⅰ郭付近
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９月末 ８月末

63４（-2)

高齢化率
５０.７２％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 277（-1）278 636

440（0）

1,202（0）

宮　田 440

2,641 2,634（-7）合　計 1,202

今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１１月 ６日（土）倉岳ウォーク準備

１１月 ７日（日）天草最高峰倉岳ウォーク

１１月２１日（日）公民館全体講座

１１月２７日（土）～２８日（日）

倉岳町ふるさと祭り

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

倉
岳
地
区
公
民
館
第
四
回

全
体
講
座
が
開
催
さ
れ
る

令
和
三
年
十
月
三
日(

日
曜
日)

午
後

棚
底
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

会
室
に
お
い
て
、
教
養
講
座
が
参
加
者

二
十
一
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
講
師
に
、
東
京
都
出
身
で
、
天

草
宝
島
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
並
び
に
現

役
の
Ａ
Ｎ
Ａ(

株
式
会
社
全
日
本
空
輸)

の
Ｃ
Ａ(

客
室
乗
務
員
）
で
あ
る
木
村
久

美
子
氏
か
ら
、
「
良
好
な
人
間
関
係
を
築

く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
出

会
い
を
深
め
る
接
遇
力
～
」
と
題
し
て
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
天
草
市
は
、
株
式

会
社
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
と
「
二
地
域

就
労
促
進
事
業
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
定
」
を
結
ん
で
お
り
、
本
日
の
講
話

は
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
天
草
市
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
就
任
二
年
目
の
木
村
氏

を
倉
岳
に
お
呼
び
し
て
講
座
が
実
現
し

ま
し
た
。

講
話
で
木
村
氏
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
エ
ア

ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て
お
り
、

こ
の
仕
事
は
、
「
航
空
機
を
使
っ
て
ヒ
ト
、

モ
ノ
を
世
界
中
に
届
け
る
仕
事
」
で
あ

る
こ
と
。
Ａ
Ｎ
Ａ
の
総
社
員
は
一
万
八

千
人
、
こ
の
う
ち
Ｃ
Ａ
は
九
千
人
。
Ｃ
Ａ

の
仕
事
で
は
、
主
に
保
安
業
務
と
サ
ー

ビ
ス
業
務
の
二
種
類
が
あ
り
、
特
に
保

安
業
務
で
は
、
お
客
様
の
安
全
安
心
に

直
結
す
る
仕
事
で
あ
る
の
で
仕
事
の
九

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
普
段
に
訓
練

を
行
い
、
例
え
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

の
ラ
ン
プ
が
不
具
合
で
あ
れ
ば
整
備
し
、

ま
た
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
外
れ
て
い
れ
ば

安
全
の
た
め
に
補
修
し
て
百
パ
ー
セ
ン

ト
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
フ
ラ
イ
ト
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
裏
話
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｎ
Ａ
の

口
ぐ
せ
で
は
「
小
さ
い
こ
と
ほ
ど
丁

寧
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
ほ
ど
真
剣

に
。
」
を
肝
に
銘
じ
て
保
安
業
務
を
遂

行
し
て
お
ら
れ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
業
務
で
は
、
「
す
べ
て
の
お

客
様
に
と
っ
て
快
適
を
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
、
食
事
や
飲
物
の

サ
ー
ビ
ス
、
機
内
販
売
、
お
客
様
に
応

じ
た
お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
木
村
氏
な
ど
Ｃ
Ａ
が
心
掛

け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
印
象

で
、
こ
れ
は
十
五
秒
で
決
ま
る
の
で

最
も
気
を
遣
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
笑

顔
、
身
だ
し
な
み
、
清
潔
感
、
元
気
な

挨
拶
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
、
「
人

は
第
一
印
象
が
九
割
で
す
。
」
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

天
草
市
に
赴
任
し
て
木
村
氏
が
仕

事
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
天
草
の
魅

力
発
見
や
天
草
の
情
報
発
信
、
職
業

講
話
な
ど
で
、
東
京
か
ら
月
に
一
度

天
草
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
天
草
の
魅

力
で
は
、
「
海
が
き
れ
い
で
す
。
」
と
印

象
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

１０月１１日（月）に益城町の老人会一行２３
名が棚底の石垣とコグリを見学に来られた。本
来ならば、歳川さんが案内されるところ所用で
不在のため、思わぬ形でボランティアガイドの
実践デビューとなった。

当日は、稲津会長と二人で虎の巻を片手に
案内した.。スタートは目前に聳える倉岳が天草
最高峰で、金峰山や東京のスカイツリーより高
い山であることを自慢。それから野口雨情が昭
和１６年に来町した際、詠んだ句や旧棚底小の
校歌を作詞したことなど紹介した。

そのあとコグリを見学、地下式用水路のしくみ
や構造について説明した。また、棚底で風よけ
になぜ石垣なのか、石はどこから運んできたの
か、いつごろから築かれたのかなど知ったかぶ
りで防風石垣のガイドをした。短い時間だった
が緊張の拙いデビュ―となった。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
「
貴
重
な

講
話
か
ら
沢
山
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
人
と
接
す
る
仕
事
な
の
で

明
日
か
ら
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
が
あ
り
、
充
実
し
た
講
話
に

な
り
ま
し
た
。

倉
岳
地
区
公
民
館

館
長

木
村

臣
進

現役CA木村氏ならではの裏話に耳を

傾ける参加者ら＝コミセン集会室

『観光ガイド』デビュー

稲津会長の案内で「コグリ」を見学する一行


